
HC No. X-01 HC Name Dakdin Village Darkdin 
Coordination District Province Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

Dakchung Sekong 15°31' 19.9" 107°12' 49.7" 1327m 2012/3/7 宿舎 

施設の状況 面積 土地所有権 コメント Staff House 

約 90 ㎡ 村所有 新施設は村から少し離れた場所にあり 2012 年 1 月に竣工、引渡し

はまだ。器材はないとのこと。村にあった旧施設は取り壊しされて

いる。フォーカルポイントの村。スタッフは勉強にでていて会えず。 

無 

自然災害 UXO Priority 

強風 ― SH II 

電気 現状 コメント 

無 将来的にも電気が来るかどうかは不明。雨季に日照があまりない。 

給水状況 現状 コメント 

無 既存水源である湧水まで遠く、水量も少ない。ただし、地下水ポテンシャルは低い。井戸が出来れば

コミュニティでの管理が可能。電気がないのでハンドポンプ井戸が適当。現在の湧水システムを改善

して利用する。新設高架水槽には公共水栓を設置する。 

水源 Longitude Latitude Depth 水質コメント 井戸の必要性 備考 

15°31' 16.5" 107°12' 31.7 " ―m 大腸菌 不要 水源にフェンスを

設置し改善 

舗装路への

アクセス 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

81km 有 ― 有 悪路、急勾配あり 3:30（舟） 

保健 

サービス 

受益人口 村数 外来患者数 入院患者数 出産数 病院へ搬送 スタッフ数 

1,587 人 8 村 530 人/年 120 人/年 N/A 人/年 N/A 人/年 1 人 

機材 コメント 

HC 内には家具以外全くない、スタッフが所有していると思われる。 

郡病院への 

アクセス 

舗装路 簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 雨期の影響 

―km ―km 11km ― 有 有 
       

 
現 HC 

 
敷地 

 
湧水水源状況 

 
利用状況 

A7-109



A7-110



HC No. X-02 HC Name Tateu Village Tateu 
Coordination District Province Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

Dakchung Sekong 15°20' 1.1" 107°20' 26.7" 1210m 2012/3/7 宿舎 

施設の状況 面積 土地所有権 コメント Staff House 

約―㎡ 村所有 村と村の間の道沿いに新施設が建設予定（資材が運び込まれてい

た）。近くには川があり、裏手は急勾配の米の農地。 

― 

自然災害 UXO Priority 

― ― SH I 

電気 現状 コメント 

無 将来的にも電気が来るかどうかは不明。ソーラーは雨季に日照が足りないので発電機がほしい 

給水状況 現状 コメント 

無 Poverty Reduction Funｄで湧水システムを建設することが決まっている。 

水源 Longitude Latitude Depth 水質コメント 井戸の必要性 備考 

15°19' 58.8" 107°20' 23.3 " ―m 大腸菌 不要 水源にフェンスを

設置し改善 

舗装路への

アクセス 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

94km 有 ― 有 悪路、急勾配あり 3:30（舟） 

保健 

サービス 

受益人口 村数 外来患者数 入院患者数 出産数 病院へ搬送 スタッフ数 

1,088 人 6 村 ―人/年 ―人/年 ―人/年 ―人/年 ―人 

機材 コメント 

― 

郡病院への 

アクセス 

舗装路 簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 雨期の影響 

―km ―km 24km ― ― 有 
       

 
現 HC 

 
既存給水タンク 

 
湧水水源状況 

 
利用状況 

A7-111



A7-112



HC No. X-03 HC Name Chalea Village Chale 
Coordination District Province Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

Kaleum Sekong 15°40' 41.5" 106°53' 45.3" 411m 2012/3/8 宿舎 

施設の状況 面積 土地所有権 コメント Staff House 

約―㎡ 村所有 新施設建設中（中断中、来月には再開か？） 現在は隣接の既存

施設を使用中。ソーラーが移設可能かどうかはわからない。スタッ

フは勉強にでており会えず。 

無 

自然災害 UXO Priority 

― OK SH I 

電気 現状 コメント 

無（既存施設はソーラー

150A/h と 30A/h の２台） 

現在、ソーラーを使っている。バッテリー150AH+33AH。稼動しているかは不明。 

給水状況 現状 コメント 

GFW 現在のHCには近くにGFWの給水栓がある。新HCにも引かれる予定。電気がないので現状のGFW

を使うのが適当。 

水源 Longitude Latitude Depth 水質コメント 井戸の必要性 備考 

15°40' 41.9" 106°53' 45.4 " ―m 問題なし 不要 水源にフェンスを

設置し改善 

舗装路への

アクセス 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

72km 有 有 有 悪路、急勾配あり 2:40（舟） 

保健 

サービス 

受益人口 村数 外来患者数 入院患者数 出産数 病院へ搬送 スタッフ数 

1,477 人 7 村 125 人/年 N/A 人/年 N/A 人/年 N/A 人/年 N/A 人 

機材 コメント 

HC 内には全くない、スタッフが所有していると思われる 

郡病院への 

アクセス 

舗装路 簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 雨期の影響 

―km ―km 25km 有 有 有 
       

 
既存 HC 

 
建設中 HC 

 
内部 

 
給水栓 
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HC No. X-04 HC Name Paxay Village Lackay 
Coordination District Province Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

Kaleum Sekong 15°44' 8.8" 106°39' 32.4" 594m 2012/3/8 宿舎 

施設の状況 面積 土地所有権 コメント Staff House 

約―㎡ 村所有 県都から郡都 kaleum への道の途中。学校の裏手、村事務所の隣

が建設予定地。 

― 

自然災害 UXO Priority 

― OK HC-B I 

SH I 

電気 現状 コメント 

有 低圧引き込みが可能。 

給水状況 現状 コメント 

無 湧水を引いてくると言っているが、水が不足することが懸念される。井戸が建設されればコミュニティ

で管理することも可能。試掘済みの井戸から鉄分、マンガンが出たため、湧水の利用を計画する。 

水源 Longitude Latitude Depth 水質コメント 井戸の必要性 備考 

15°43' 55.3" 106°39' 11.2 " 51m 湧水の水質は問題なし、試

掘井戸は鉄分、マンガン 

不要 試掘済。水源にフェン

スを設置し改善 

舗装路への

アクセス 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

42km 有 ― 有 悪路、急勾配あり 1:00 

保健 

サービス 

受益人口 村数 外来患者数 入院患者数 出産数 病院へ搬送 スタッフ数 

3,214 人 6 村 ―人/年 ―人/年 ―人/年 ―人/年 ―人 

機材 コメント 

― 

郡病院への 

アクセス 

舗装路 簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 雨期の影響 

―km 15km ―km ― 有 有 
       

 
敷地 

 
試掘済みの井戸 

 
アクセス道路から学校、裏手に村事務所、敷地 

 
川から取水 
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HC No. X-05 HC Name Donechan Village Donechanh 
Coordination District Province Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

Lamam Sekong 15°15' 45" 106°43' 48.4" 134m 2012/3/1 建替・新敷

地、宿舎 

施設の状況 面積 土地所有権 コメント Staff House 

約 80 ㎡ 村所有 既存施設は狭く老朽化している。村の committee があり連携してい

る。新敷地は既存施設から 1km 程はなれた幹線道路沿い。 

無 

自然災害 UXO Priority 

― OK HC-A II 

SH II 

電気 現状 コメント 

有 道路対面に電柱あり。 

給水状況 現状 コメント 

無 現状は新敷地に水源がない。周辺には公共の井戸があるが遠いため、HC 用の井戸を建設する。 

水源 Longitude Latitude Depth 水質コメント 井戸の必要性 備考 

  計画深さ 60m  要  

舗装路への

アクセス 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

―km ― ― ― 良好 ― 

保健 

サービス 

受益人口 村数 外来患者数 入院患者数 出産数 病院へ搬送 スタッフ数 

3,590 人 7 村 2,219 人/年 437 人/年 10 人/年 5 人/年 3 人 

機材 コメント 

基本的なものは揃ってるが老朽化している。整理整頓されている。 

郡病院への 

アクセス 

舗装路 簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 雨期の影響 

12km ―km ―km ― ― ― 
       

 
既存 HC 

 
内部 

 
新敷地 

 
新敷地近くの井戸 
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HC No. X-06 HC Name Phon Village Phon 
Coordination District Province Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

Lamam Sekong 15°24' 58.1" 106°41' 36.8" 201m 2012/3/1 建替・同敷

地、宿舎 

施設の状況 面積 土地所有権 コメント Staff House 

約 120 ㎡ 村所有 村の committee があり連携している。ラボ室はあるが機材がなく使

っていない。新敷地は既存施設の目の前の幹線道路沿いで広さは

十分。 

HC 内居住 

自然災害 UXO Priority 

強風 OK HC-A I 

SH II 

電気 現状 コメント 

有 低圧引き込みが可能。 

給水状況 現状 コメント 

市水 村内には屋外栓が幾つかある。８ｋｍ程度離れたところに高架タンクがあり、配水されている。 

既存水源 

位置 

Longitude Latitude Depth 水質コメント 井戸の必要性 備考 

   問題なし 不要 村落給水 

舗装路への

アクセス 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

1km ― ― ― 良好 0:05 

保健 

サービス 

受益人口 村数 外来患者数 入院患者数 出産数 病院へ搬送 スタッフ数 

6,890 人 7 村 2,934 人/年 388 人/年 10 人/年 人/年 4 人 

機材 コメント 

基本的なものは揃ってるが老朽化している。整理整頓されている。 

郡病院への 

アクセス 

舗装路 簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 雨期の影響 

9km 1km ―km ― ― ― 
       

 
既存 HC 

 
内部 

 
既存 HC 前敷地 

 
給水設備 
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HC No. X-07 HC Name Tanum Village Tanum 
Coordination District Province Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

Lamam Sekong 15°36' 27.8" 106°41' 55.5" 259m 2012/3/1 新設、宿舎 

施設の状況 面積 土地所有権 コメント Staff House 

約―㎡ 村所有 道の反対側に小学校、kaleum への道の途中で悪路あり。敷地の

裏手は UXO 未整備だが敷地は UXO 整備済みとのこと。 

― 

自然災害 UXO Priority 

― OK HC-B’ I 

SH I 

電気 現状 コメント 

有 電気の配線があり、携帯電話のアンテナもあるが、まだ配電はされていない模様。 

給水状況 現状 コメント 

試掘済み 

井戸 

村内には川の水を重力配水している公共栓が幾つかあるが、調査時点では配水されていなかった。

隣の学校にも井戸がある。井戸を試掘済みで水質に問題がないためこれを利用する。 

水源 Longitude Latitude Depth 水質コメント 井戸の必要性 備考 

15°36' 25.2" 106°41' 54.2 " 51m 問題なし 不要 試掘済み 

舗装路への

アクセス 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

24km 有 ― 有 部分的に悪路、急勾配 0:40 

保健 

サービス 

受益人口 村数 外来患者数 入院患者数 出産数 病院へ搬送 スタッフ数 

2,834 人 村 ―人/年 ―人/年 ―人/年 ―人/年 ―人 

機材 コメント 

― 

郡病院への 

アクセス 

舗装路 簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 雨期の影響 

9km 24km ―km ― 有 有 
       

 
新敷地 

 
敷地前アクセス道路 

 
試掘済みの井戸 

 
学校内井戸 
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HC No. X-08 HC Name Donsa Village Nongkam 
Coordination District Province Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

Tateng Sekong 15°21' 48.2" 106°25' 26.5" 1005m 2012/3/6 建替・新敷

地、宿舎 

施設の状況 面積 土地所有権 コメント Staff House 

約 90 ㎡ 村所有 新設は Tongkong village と Tongyao village を統合し、New Nongkan 

village に希望。 この新サイトは現在既存 Nong Kan Ｔemple がある

が、今年の 5 月に山の下のほうに移動予定。既存 HC は 9km 離れ

た Tongvai village にある。 

無 

自然災害 UXO Priority 

― ― HC-A II 

SH II 

電気 現状 コメント 

有 低圧引き込みが可能。 

給水状況 現状 コメント 

有 敷地内に井戸があり、住民も使っている。大腸菌混入検査を行った。水質に問題がいためこれを利

用する。新設高架水槽には公共水栓を設置する。 

水源 Longitude Latitude Depth 水質コメント 井戸の必要性 備考 

15°21' 47.2" 106°25' 27.7 " ―m 大腸菌 不要 大腸菌混入検査 

舗装路への

アクセス 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

7km 有 ― ― 部分的に悪路 0:10 

保健 

サービス 

受益人口 村数 外来患者数 入院患者数 出産数 病院へ搬送 スタッフ数 

4,862 人 5 村 9,000 人/年 60 人/年 11 人/年 30 人/年 4 人 

機材 コメント 

基本的な機材は揃っていて機材の維持管理がきちんとしている。他に無かった双眼実体顕微鏡があるが、検体、プ

レパラートなどが一切見あたらなった。 

郡病院への 

アクセス 

舗装路 簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 雨期の影響 

5km 7km ―km ― ― ― 
       

 
現 HC 

 
内部 

 
新敷地 

 
新敷地 改良済み井戸 
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HC No. X-09 HC Name Yup Village Yupmai 
Coordination District Province Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

Tateng Sekong 15°27' 8.5" 106°34' 17.3" 454m 2012/3/6 新設、宿舎 

施設の状況 面積 土地所有権 コメント Staff House 

約―㎡ 村所有 小学校、中学校の敷地の隣、村からは 500m ほど離れるがアクセ

スは良い。向かいの土地は農園。 

― 

自然災害 UXO Priority 

― OK HC-B I 

SH II 

電気 現状 コメント 

有 500m ほど離れた村には電気が来ているので可能と判断。 

給水状況 現状 コメント 

試掘済み 

井戸 

現状は井戸が無く、小学校の井戸は壊れている。村落内には既に公共井戸があり、コミュニティでの

管理は難しい。井戸を試掘済みで水質に問題がないためこれを利用し、公共水栓を設置する。 

水源 

 

Longitude Latitude Depth 水質コメント 井戸の必要性 備考 

15°27' 3.5" 106°34' 24.3 " 51m 問題なし 不要 試掘済み 

舗装路への

アクセス 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

2km ― ― ― 良好 0:05 

保健 

サービス 

受益人口 村数 外来患者数 入院患者数 出産数 病院へ搬送 スタッフ数 

2,000 人 5 村 ―人/年 ―人/年 ―人/年 ―人/年 ―人 

機材 コメント 

― 

郡病院への 

アクセス 

舗装路 簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 雨期の影響 

22km 2km ―km ― ― ― 
       

 
新敷地 

 
新敷地 試掘済み井戸、学校の隣地である 

 
村内の井戸 

 
学校内井戸 
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DH No. D-01 DH Name Phonthong Province Champasak 
Coordination 面積 自然災害 Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

約―㎡ ― 15°5' 47" 105°41' 2.1" 112m 2012/3/14  

施設の状況 コメント 

施設の完工は１９９６年だが、２００２年に病院として使用された。敷地内の棟は７棟ある。病院の話では、JICA は椅

子などの備品と医療機器の支援を受けたが、現在は終了したとのこと。施設老朽化はあるが、M&C としては使用可

能である。 

電気 現状（4） コメント 給水状況 現状（4） コメント 

有  有  

舗装路への

アクセス(5) 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

0km ― ― ― 良好 ― 

機材 コメント 

医療機材は検討が必要である 
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DH No. D-02 DH Name Kaluem Province Sekong 
Coordination 面積 自然災害 Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

約―㎡ 2009 年洪水 15°43' 9" 106°45' 2" 233m 2012/3/8  

施設の状況 コメント 

2005 年ベトナムドナーの病院と、それ以前と思われる建物からなる。諸室は病室兼待機室、MCH、分娩室からなる。

2009 年の水害で水没、2015 年にはダムで沈むため移設される。 

電気 現状（4） コメント 給水状況 現状（4） コメント 

有  有 高架水槽が不調 

舗装路への

アクセス(5) 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

57km 有 ― 有 悪路、雨季はアクセスが難しい 1：30 

機材 コメント 

医療機材は検討が必要である 
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DH No. D-03 DH Name Dakchung Province Sekong 
Coordination 面積 自然災害 Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

約―㎡  15°27' 5" 107°16' 0" 1220m 2012/3/7  

施設の状況 コメント 

イタリアドナーの分娩待機所が建つ、病院はベトナムドナー、郡保健事務所はアメリカドナー。諸室は分娩待機所内

にキッチン、病室、郡事務所内に診察室。病院内に MCH、分娩室がある。施設老朽化はあるが、M&C としては使用

可能である。 

電気 現状（4） コメント 給水状況 現状（4） コメント 

有  有  

舗装路への

アクセス(5) 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

70km 有 有 有 悪路、工事中の箇所があり通行が制

限される 

3：00 

機材 コメント 

医療機材は検討が必要である 
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DH No. D-04 DH Name Ta-oy Province Salavan 
Coordination 面積 自然災害 Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

約―㎡  16°4' 40.5" 106°37' 9.8" 382m 2012/3/11  

施設の状況 コメント 

2004 年に US Army にて建設。病院 1 棟の中に、各部門が入っている。施設老朽化はあるが、M&C としては使用可能

（キレイに使われているので、老朽化が目立たない）である。イタリアドナーにより分娩待機所が建設されている。 

電気 現状（4） コメント 給水状況 現状（4） コメント 

有  有  

舗装路への

アクセス(5) 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

70km（部分的に舗装

路あり） 

有   悪路あり 2：30 

機材 コメント 

医療機材は検討が必要である 
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DH No. D-05 DH Name Toumlan Province Salavan 
Coordination 面積 自然災害 Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

約―㎡  15°59' 40.6" 106°11' 48" 189m 2012/3/11  

施設の状況 コメント 

敷地内に、M&C,内科、外来、救急、ラボ、分娩待機所（イタリアドナー）がある。特に、M&C棟はタイル、塗装の補修が

行われていた。病院から聞き取りでは、資金は WB の HSS プログラム？によって現地民間業者によって行われたとの

こと。施工品質は悪いが、M&C として十分使用は可能である。 

電気 現状（4）  給水状況 現状（4） コメント 

有  有  

舗装路への

アクセス(5) 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

47km     1：30 

機材 コメント 

医療機材は検討が必要である 
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DH No. D-06 DH Name Vapi Province Salavan 
Coordination 面積 自然災害 Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

約―㎡  15°41' 42.5" 106°3' 30" 178m 2012/3/8  

施設の状況 コメント 

敷地内に５棟（TB, 内科、外科、M&C, 分娩、分娩待機所）がある。M&C 室にはＩＭＣＨチャートが掲示されていたのは

特質される。施設老朽化はあるが、M&C としては使用可能である。イタリアドナーにより分娩待機所が建設（2006 年）

されている。 

電気 現状（4）  給水状況 現状（4） コメント 

有  有  

舗装路への

アクセス(5) 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

35km  ― ― 工事中の箇所があり、ぬかる

んでいるところもある。 

0：45 

機材 コメント 

医療機材は検討が必要である 
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DH No. D-07 DH Name Laongam Province Salavan 
Coordination 面積 自然災害 Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

約―㎡  15°27' 48.9" 106°9' 31.7" 548m 2012/3/9  

施設の状況 コメント 

施設老朽化はあるが、M&C としては使用可能である。井戸＋高架水槽方式で給水。医療廃棄物は穴を掘って燃やし

ているが、特に注射針は safty box に保管し、県病院に持っていくとのこと。 

電気 現状（4）  給水状況 現状（4） コメント 

有  有  

舗装路への

アクセス(5) 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

―km ― ― ― 良好 ― 

機材 コメント 

医療機材は検討が必要である 
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DH No. D-08 DH Name Samoui Province Salavan 
Coordination 面積 自然災害 Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

約―㎡  16°17' 47.4" 106°53' 16.2" 545m 2012/3/11  

施設の状況 コメント 

敷地内に、病院棟（ＴＢも含む）と分娩待機所（イタリアドナー）がある。現在病室は、10Ｂのものを 8Ｂとして使用。ドナ

ーは、WHO,CECBI,イタリア、ＪＩＣＡなどから支援を受けていたが、現在は全て終わっている。施設老朽化はあるが、

M&C としては使用可能である。 

電気 現状（4）  給水状況 現状（4） コメント 

有  有  

舗装路への

アクセス(5) 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

125km（部分的に

舗装路あり） 

有 ― 有 県都までは一部舗装路もある

が、ほとんどが悪路、 

4：00 

機材 コメント 

医療機材は検討が必要である 
       

  

  

  

A7-134



DH No. D-09 DH Name Xaysettha Province Attapeu 
Coordination 面積 自然災害 Longitude Latitude Elevation 調査日 要請内容 

約―㎡  14°48' 39.2" 106°55' 50.9" 121m 2012/3/6  

施設の状況 コメント 

諸室は病室、内科、MCH，分娩室等があり、MCH 室と分娩室（兼家族計画室）は分かれている。施設老朽化はある

が、MCH としては使用可能である。毎年洪水が発生し、約 2ｍ程度浸水する。その際は病院機能はストップし、全員

避難する。 

電気 現状（4）  給水状況 現状（4） コメント 

有  有  

舗装路への

アクセス(5) 

簡易補修路 悪路 舟で渡河 浅い川の渡河 本調査の状況 所要時間 

―km ― ― ― 良好 ― 

機材 コメント 

医療機材は検討が必要である 
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